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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語の形態論と「右側主要部の規則」（形態的に複雑な
語の主要部は、構造上右側にくるという一般化）の関係について、英語の接頭辞 be-, en-, de-, 
dis-, out-, un-を基に検証した。従来、これら６つの接頭辞は右側主要部の規則の反例とされて
きたが、それらの共時的・通時的特性を詳細に観察すると、実は反例ではないことが証明され
た。英語は右側主要部の規則に厳密に従う言語であるといえる。 
 
研究成果の概要（英文）：This study has investigated the status of the Right-hand Head Rule 
(RHR) in English morphology. RHR is a generalization that the head of a morphologically 
complex word occurs in the rightmost position of that word. Traditionally, English prefixes 
be-, en-, de-, dis-, out-, and un- have been considered counterexamples to RHR, but this 
study has shown that their synchronic and diachronic properties argue against such a 
view; these prefixes do not head words. The results of this study show that English is a 
language that strictly adheres to RHR. 
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１．研究開始当初の背景 
範疇を変える接頭辞とは、語基の統語範疇
を変える派生接頭辞を指し、現代英語では接
頭辞 be- (e.g. befool, belittle), de- (e.g. 
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delouse), dis- (e.g. disillusion), en- (e.g. 
encage, ennoble), out- (e.g. outjockey, 
outsmart), un- (e.g. unsaddle)がその例とし
てされてきた。右側主要部の規則（Williams 
1981）によれば、形態的に複雑な語の主要部
はその語の右側の要素であり、主要部の最も
重要な機能の一つは範疇の決定である。現代
英語では、派生接尾辞は派生語の範疇を唯一
的に決定するのに対し、派生接頭辞はそうで
はない。上記６つの接頭辞は、この一般化か
らの逸脱であるとされてきた。 
 
この問題に対する解決策として、
Marchand (1969), Kastovsky (2006)らは、接
頭辞が N・Aからのゼロ派生動詞に付加する
という分析を提案する（e.g. [be-[[fool]N＋
φ]V]V, [en-[[noble]A＋φ]V]V）。現代英語に
おける右側主要部の規則の妥当性を考えた
場合、この「ゼロ派生分析」は、当該接頭辞
を例外的に左側主要部とする分析（ e.g. 
[be-[fool]N]V）より好ましいといえる。 
 
しかしながら、応募時点において、この分
析の経験的妥当性と理論的意義を体系的に
検証した研究は存在しないようであった。研
究代表者は Nagano (2001)において接頭辞
be-および en-に関してゼロ派生分析を検証
し、それが意味の観点から妥当であることを
主張したが、体系的な検証には至らなかった。
その後、研究代表者は英語のゼロ派生／転換
について一連の研究を行ない、英語の語形成
部門におけるそのステイタスを明らかにし
た。その研究結果を利用して、改めて、英語
の「範疇を変える接頭辞」のゼロ派生分析に
ついて、より広範な検証を試みたいと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、be-, de-, en-等の「範疇を
変える接頭辞」に焦点をあてて、英語の派生
接頭辞付加の共時的および通時的特性を検
証することである。具体的には、(a) N/A>V
接頭辞付加は(b) N/A>V転換と(c) V>V接頭
辞付加の組み合わせであるという分析の妥
当性を共時的および通時的観点から検証す
る。当該接頭辞のそれぞれについて詳細な個
別研究を行ない、その結果と、研究代表者の
転換に関する先行研究を基に、(a)の特性と発
達を(b)と(c)の特性と発達に還元できないか、
試みる。この試みが成功すれば、英語の接頭
辞は範疇を変えず意味機能のみという、右側
主要部の規則に則った一般化が得られると
同時に、英語史における接頭辞付加の発達の
一部が解明される。 
 
３．研究の方法 
以下、(1)-(3)に分けて述べる。 
 
(1)ゼロ派生分析の仮説をより具体的に述べ
れば、「範疇を変える接頭辞付加とは、N/A>V
のゼロ派生 (e.g. fool > to fool)とV>Vの接頭
辞付加 (e.g. be- +[fool]V > [befool]V)の連続
適用である」となる。もしこの仮説が正しけ
れば、次の 2点が成り立つはずである。 
 
①範疇を変える接頭辞付加の用法は、通時的
に、ゼロ派生と V>V の接頭辞付加の発達
の結果として生じた。 
 
②範疇を変える接頭辞の共時的特性は、ゼロ
派生と V>V の接頭辞付加（すなわち、当
該接頭辞の「範疇を変えない」用法）それ
ぞれの共時的特性に還元される。 
 
本研究では、6 つの接頭辞のそれぞれについ
て①②の予測を実証することにより、ゼロ派
生分析の妥当性を裏付けるという方法をと
った。 
 
(2) (1)①の予測の実証においては、次の三点
を検証した。第一に、ゼロ派生分析は右側主
要部の規則を動機付けとすることから、この
規則が英語史を通じて成立するといえるか
を確かめた。第二に、６つの接頭辞の V>V
の用法が、N/A>Vの用法に通時的に先行する
と言えるかを検証した。また、用法ごとの生
産性の変化も明らかにした。第三に、ゼロ派
生の発達について Biese (1941), Nagano 
(2008)等で明らかになった事実を整理し、第
二の点との相関を考えた。ゼロ派生について
は、既に、時期ごとの生産性の変化もおおよ
そ判明していたので、それが(1)類の範疇を変
える用法の発生、発達と通時的に(どう)関連
するかを検証した。 
 
(3) (1)②の予測の実証のおいては、次の流れ
で検証を行った。まず、ゼロ派生動詞の特性
と(1)類接頭辞の V>V 用法の特性を明らかに
した。前者については研究代表者の先行研究
で大方調査済みであり、中英語期と近代英語
期に関し補うだけでよかったので、後者に焦
点を置き、[be/de/dis/en/out/un-V]Vの音韻・
形態・意味・統語的特性を詳細に調査した。
次に、これらの調査結果を基に N/A>V 接頭
辞派生語の特性を説明できるかを考えた。例
えば[be-N]V形の意味特性の場合、N>V の転
換動詞の意味特性と V>V be-の意味特性の相
互作用で説明できるかという問題である。主
要部である転換動詞の特性がどの程度
N/A>V接頭辞派生動詞に「継承」されている
か、V>V接頭辞が修飾部としてそこにどのよ
うに働きかけるか、これら 2点を明確に示す
ことで、(1)②の予測を実証することが可能に
なった。 
 
４．研究成果 
以下、(1)-(3)に分けて述べる。 
 
(1) ゼロ派生分析が経験的に妥当であること
が証明された。これにより、「範疇を変える
接頭辞」という類を英語の派生接頭辞から消
去することが可能になった。 
 
(2) これにより、おそらくいかなる形態理論
にとっても望ましい帰結、すなわち、「英語
の接頭辞（付加）は範疇機能を持たず意味機
能を主とする」という帰結が得られた。接頭
辞の主機能が主要部の意味的修飾というこ
とになれば、Marchand (1969)で提案されて
いる接頭辞付加と複合の類似性（同類性）に
ついて、積極的に追求していくことが可能に
なる。 
 
(3) 英語史の観点からは下記のような問題に
議論を進めることができ、英語における接頭
辞付加の発達について事実・理論の両面で理
解を深めることできたといえる。 
 
①接頭辞付加と転換の相互作用で「範疇を変
える接頭辞付加」が発達したのならば、な
ぜその出力は Vに限られるのか（cf.転換の
出力は Vには限られない）。 
 
②なぜ現代英語では「範疇を変える接頭辞付
加」は生産性を失ってきたのかという問題、
現代英語では「範疇を変える接頭辞」は be-, 
de-, dis-, en-, out-, un-の６つだけとされ
るが英語史上その目録は（どのように）変
化したのか。 
 
③この発達は Bauer (2003)で提案されてい
る「英語の接頭辞付加の複合化」という大
規模な変化と（どのように）関係するのか。 
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